
助成金等

【内訳】

94,000

0

94,000

0

児童館運営

つどいの広場

94,000助成金等 94,000

【内訳】

児童館運営

つどいの広場

1,077,000

　つどいの広場

【内訳】

項目

　つどいの広場

2,571,777

指定管理料

　つどいの広場

【内訳】

事務費

対前年比（％）

108.4%

107.2%

107.4%

97.8%

対目標比（％）

101.2%

103.5%

利用目標

25,000

165

6,000

利用実績

24,441

166.9

6,211

23,948,678

966,536

901,716

　つどいの広場

11,290,805

事務費

【内訳】

　児童館運営

83,000

1,156,000

　児童館運営

（特記事項）

事業収支
（単位：円）

損益 759,000 2,051,088

計 25,076,000 計 計 23,998,607

市の収支

利用料 4,896,910

令和３年度決算年度計画額 収支実績額

利用料

1,714,000

　児童館運営

　つどいの広場 　児童館運営 12,497,000

国・県補助金

　つどいの広場 1,714,000

　つどいの広場

13,004,805

4,189,999

24,133,607

　児童館運営 1,055,033

【内訳】

14,211,000

2,571,000

指定管理料

　児童館運営 【内訳】

2,571,777

指定管理料

項目 金額

【内訳】

　児童館運営

令和２年度決算

金額 項目 金額

計 19,107,910

【内訳】

2,571,777

【内訳】

事業費 1,301,000

指定管理者収支（令和３年度）

【内訳】 【内訳】

項目 金額

25,835,000 指定管理料

23,427,98923,264,000

支出
(歳出)

25,999,766

計 25,835,000 計

事業費 1,136,311

　つどいの広場

　つどいの広場

収入
(歳入)

・児童の安全管理、健康管理、情緒の安定、児童への適切な遊びの指導
・施設の維持管理
・放課後児童健全育成事業　　　・つどいの広場事業

　利用料金制の導入 　なし　　委託料方式

　施設の利用状況

利用区分等

年間延べ利用人数

（特記事項）

　児童館管理 21,561,830 　児童館管理 21,426,83019,393,335

17,194,804

23,998,607人件費 21,751,831

計25,999,766

【内訳】

　児童館運営

人件費

【内訳】 国・県補助金

差引 -6,803,803

令和３年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 あがた児童センター
所管課
TEL

こども育成課
３４－３２６１

　所在地 松本市県１－３－２０ 設置年月 昭和41年12月1日

　施設設置目的
地域の児童健全育成の拠点施設として、児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又
は情操を豊かにすることを目的としています。

　施設概要・設備
木造２階建て、延床面積652.70㎡、遊戯室、創作活動室、クラブ室、学習室、図書室、中高
生集会室、集会室

　指定管理者名（選定方式） 社会福祉法人　松本市社会福祉協議会（公募）

　指定期間 平成３１年４月１日から令和６年３月３１日（５か年）

つどいのひろば事業延利用者数

放課後児童健全育成事業
登録児童数（月平均）

　指定管理者の
　主な業務

差引 -5,025,697

2,358,496 　つどいの広場

22,525,000

19,722,000

計 24,133,607

79,000 　つどいの広場 64,820

　児童館運営

81,278

2,803,000 　つどいの広場

1,218,000 　児童館運営



２　市（所管課）による評価

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

経費削減・業務効率化

事業報告及び決算

管
理
能
力

施
設
の
運
営

経済性

働き方改革の推進

安全管理

職員研修・人材育成

管
理
基
準
対
応

市民の平等利用

職員の労働条件

個人情報保護

情報公開

危機管理対策

業務内容

地域との連携

利用促進

苦情・要望等への対応

障がい者等への配慮

環境への配慮

組織・体制

経理及び
事務処理等

利用者サービス向上

セルフモニタリング

B

B

B

B

B

B

協力団体と連携を取りながら奉仕活動を実施しており、地域活動等の情報収集等、周辺施設との連携が図られている。

児童センターだより等により広く情報を発信するなど、施設の利用促進のための取組みをしている。

B

B

B

3

4

B

63.6

決算を確認した結果、経営状況に問題となる点は見当たらず健全な経営を行っている。

市内周辺の事業所において、サポート・バックアップを常に行える体制が確立されている。

工作に利用する材料に廃材を活用し、経費節減に努めている。

事業計画書どおりの事業を実施し、利用者が増加した。

セルフモニタリングや自己評価が適切に実施されている。

電気、ガス・灯油、ガソリン、紙等の資源・エネルギー使用料削減目標に向けて、取組みや工夫を行っている。

評価の根拠

長期休業中の各種イベントの開催など、利用者サービスを目的とした自主事業や企画が実施されている。

事業計画に基づき、接遇・接客研修が行われており、障害児、児童、親子連れに対し配慮した対応ができている。

利用者ニーズを把握するためにアンケート調査を２回実施し、業務改善や迅速な苦情対応に努めている。

Ａ

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準

Ｂ

Ｃ

小計

（１．０）

（０．７）

（０．５）

　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。

　評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

Ｄ

B

評価

B

館長、支援員の指揮系統、責任権限が明確になっている。また、館長不在時の対応も明確で、評価できる。

業務の効率化に努め、年次休暇の計画的な取得が図られている。

事業計画に基づき、接遇接客研修、安全講習を計画的に行っており、アンケート調査での市民からの意見は良好である。

設置目的、管理運営業務を的確に理解した事業計画となっており、適切に計画が履行されている。

警備、、消防設備保守点検業務等の管理業務の一部について、第三者との当該契約に係る契約書等を確認した結果、適切に実施されている。

勤務表及び日報で確認したところ、人員配置、シフト体制、勤務時間ともに概ね適正である。

報告書類も適切に作成され、緊急時の連絡等も密に行われるなど、責任を持って管理運営に携わっている。

大項目

管理運営

団体の概要
B

B

B

3

中項目

団体の経営状況は良好であり、経営の安定性を欠く点はないか

実績報告書及び事業報告も適切に作成され、期限までに提出されており、問題はない。

緊急時の対策として安全講習が行われており、緊急時対応が業務従事者に徹底されていることから、問題はない。

日常の巡回、清掃等が適切に行われており、管理区域、業務範囲について的確に把握されていることから、問題はない。

設置目的、管理運営業務を的確に理解した事業計画となっており、運営委員会で協議のうえ、適切に計画が履行されている。

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか

業務報告や事業報告を適切に作成し、期限までに報告されているか

2

2

B4

仕様書に基づいた営業時間で運営がされており、また、事業計画書に基づき適切に事業が実施されており、問題はない。

専用の会計帳簿により適切におやつ代の収受、管理経費の収支をスタッフ２名で管理しており、問題は見られない。

B職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか

働き方改革に積極的に取り組んでいるか

B

B

A

B

B

職員体制や配置人員は適切であるか

3 B

事故防止等の安全対策は明確で、職員の教育・訓練は実施されているか

管理区域、業務範囲について的確に把握し、適切に管理運営を行っているか

2

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか

施設の設置目的を把握し、施設の効用を最大限に発揮する事業運営を行っているか

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか

業務の第三者委託の範囲、委託先は適切に実施されているか

B

2

配点

4

市が示す設置目的及び施設運営方針を理解し、仕様書に示した業務を適切に行っているか

市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか

合理的な理由なく利用者を制限や優遇するなど、市民の平等な利用を妨げていないか

労働関係法令等を遵守し、業務従事者の正当な労働条件を確保しているか 2

2

2

2

4

利用者アンケート等を適切に実施し、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか

セルフモニタリングが適切に行われているか

2

2

5

3

エネルギー削減等の具体的な目標を定め、その達成に向けて取り組んでいるか

2

3

5経費節減や業務効率化に取り組んでいるか

支出総額は事業計画書の範囲内か、又事業計画とおり収入が確保できたか（又は、利用者を確保できたか）

年間の事業量が適切に実行されているか

3

5

3

5

4

3

地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか

利用者の利便性や満足度を高めるため、具体的な方策を講じているか

障がい者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか

施設の利用率の向上に努めているか

（０．０）

高いレベルで実施されており、高く評価できる。

事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。

事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。

2 経理担当が本施設専用の会計帳簿により、経理の管理をしており、情報公開、監査請求に対処できる内容となっている。

ウイルス対策を講じており、電子メールにはパスワードを設定している。また、個人情報の台帳は、書棚を施錠し管理している。

関係機関への連絡及び事故状況の把握、記録、市への連絡と報告書の作成まで、一連で緊急連絡網が作成されており、問題はない。

労働条件調査項目を確認したところ、業務従事者の適正な労働条件は確保されている。

公平性が確保されており、接遇研修も実施されている。また、アンケートからも問題は見られない。

施設内に潜在するリスクの洗い出しを行い、利用者の事故を防止するための対策の工夫が施設に見られる。

B

B

B

B

B

B

災害時や緊急時等に適切な対応がとれる体制となっているか

個人情報等や業務上知り得た秘密の保護について、書類・電子データ等のセキュリティ対策を講じているか

指定管理者の責に帰すべき事由による損害賠償等のリスクに対応しているか

情報公開や監査請求を理解し、適切な対応を行っているか

評　価　項　目

2



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

「要改善」
※「不可」

評価

合計点数

70.6

適　正

配点

B

「適正」

7

10

※「不可」の場合は、指定管理者の取消処分を含め、早急な改善対応の検討が必要

             総　合　評　価　　（４段階評価）　の　基　準

45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

45点以上60点未満

判断結果

【自主事業を実施している場合の評価】
・提案書に基づく事業計画に基づき、概ね適切に事業が実施されている。

【個別施設ごとのテーマに対する評価　※設定がある場合】

【総合的な評価】
・アンケート結果は概ね利用者の満足を得るものであり、安全に配慮した適切な管理が行われている。
・児童の様子について、学校と緊密な連携が図れている。
・新型コロナ感染防止対策を行いながら、可能な範囲で行事の企画や地域等との交流を行っている。
・引き続き施設の立地特性を活かした特色ある児童館運営に努められたい。また、指定管理者独自の強
みを活かすとともに、「松本市子どもの権利に関する条例」に基づき、利用者と保護者に寄り添い、多
様化する児童館へのニーズに応えられるよう、柔軟であり堅実な運営を期待したい。

Ｄ （０．２）

60点以上75点未満
「良好」

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

利用者からの意見
要望・苦情等

・児童の安全を重視し、学校、保護者、地域との連携をとりながら運営に取り組んだ。
　通学路の横断歩道の設置などが実現したことは成果の一つである。
・コロナ感染拡大に伴う対応の際、関係2校との連携が取れたことにより迅速な対応ができ、閉館に
至らず感染拡大を抑えられたことは良かった。
・行事など対外活動が中止になる中、高学年児童が、センター内での行事の企画をするなど、力を
発揮する機会が増え、その中で成長する姿が見られたことは良かった。
・つどいの広場の活動は、コロナ感染対策をしながら利用者が安心して過ごせる事に重点を置いて
行う事ができた。
・青少年の居場所事業については、コロナ感染症の影響で利用人数が減少したままであったが、放
課後児童の利用が多くスペース確保が難しいため、積極的に利用を呼び掛けることは行わなかっ
た。少人数利用のため要望通りの利用ができていた。

・コロナ感染防止策は引き続き行いながら、子どもたちの学びの経験を重ねられるよう少人数に分
かれて活動に参加するなど工夫をしていきたい。
・個々の子どもたちの特性を家庭、学校と連携を持ちながら理解し、職員間で情報を共有し適切な
関わりが持てるようにしたい。
・保護者の方々、地域の方々の話に耳を傾け今後の運営に反映させていきたい。
・つどいの広場では小学生の長期休みの時の開設方法の工夫をしていきたい。
・青少年の居場所事業については、コロナ感染症が収まるまでは現状通りの運営を継続したい。

要望・苦情への
対応状況

令和３年度の
自己評価

今後の目標

別紙のとおり

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

（０．５）

（０．７）

（１．０）Ａ

Ｂ

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

令和4年3月

利用児童の保護者

アンケート用紙への回答                       

別紙のとおり調査結果

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法



３　利用者による評価

調査結果

利用者からの意見
要望・苦情等

【児童センター】
・いやな顔せず、丁寧な対応、放課後安心して預けることができ　感謝。（２人）
・行かないと言ったときに一緒に考えてもらったことがありがたかった。
・体調不良時の連絡は助かる。困ったときなど相談すると丁寧に接していただきアドバイスをいただ
け助けてもらっている。親に声をかけてくれたり普段の様子を話してくれてありがたい。
・様々な年齢の職員がいることが子どもたちにとって良い影響になっている。
・源池小は少人数なので、清水小の友達と交流できてよい。学年が混ざって遊ぶ機会ができるとよ
い。
・感染に気を付けながら行事を計画し子どもたちは楽しく過ごしていて感謝している。（3人）
・季節に合わせて制作物やイベント等自宅ではできないので継続して欲しい。
・コロナで行事やおやつもない状況だが行事等できる範囲で企画して欲しい。
・サッカーバスケ野球など体を動かす遊びがしたい様子。外遊び用の用具が増えるとよい。
・女子は裁縫や男子はプログラミングの遊びが増えるといい。
・置いてある本が古め。寄付図書館の本を借りてきて定期的に入れ替えるなどしてほしい。
・1年生も2階の図書館を利用できるとよい。
【つどいの広場】
〇先生方にやさしくはなしかけていただきうれしい。なくてはならない場所（7人）
〇子ども用手洗い場にお湯が出るようにしてほしい。（1人）
〇夏絨毯が臭い。対策してほしい。（1人）

【別紙】

利用者アンケート
実施時期 令和4年3月
調査対象 利用児童の保護者
調査方法 アンケート用紙への回答                       

　アンケート集計表

満足
どちらかとい
うと満足

ふつう
どちらかとい
うと不満足

不満足 計

設問１ 職員対応 17 10 1 0 0 28

設問２ 遊び 13 10 5 0 0 28

設問３ 遊具施設 13 8 6 0 0 27

設問４ 衛生管理 16 7 5 0 0 28

設問５ 行事 12 7 8 0 0 27

設問６ 雰囲気 12 14 2 0 0 28

設問７ 利用し易さ 13 8 7 0 0 28

96 64 34 0 0 194

　　　児童館・児童センター・放課後児童クラブ 施設名：あがた児童センター

つどいの広場　　　アンケート集計表

満足
どちらかとい
うと満足

ふつう
どちらかとい
うと不満足

不満足 計

設問１ 職員対応 17 3 0 0 0 20

設問２ 遊び 18 1 1 0 0 20

設問３ 講座催し 12 0 1 0 0 13

設問４ 遊具 18 1 1 0 0 20

設問５ 衛生管理 17 2 1 0 0 20

設問６ 利用し易さ 18 1 1 0 0 20

設問７ 情報提供 16 2 2 0 0 20

116 10 7 0 0 133

施設名：あがた児童センター


